
人口と世信
1月1日現在( )内は対前年同月比

・人口 133.322人 (+525人)
[うち外国人940人]

男 f:i3.077人(+154人)
女 67.245人 (+371人)
・世帯 52.340世帯 (+907世帯)

※住民基本台帳人口 ・世帯に外国人登録者
数・世帯数を加えた数値です。
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提案型公共サービス民営化制度

尽と官の協力で豊かな公共を
第
1
回
の
提
案
斜
件
を
採
用

よ
り
良
い
公
共
サ
ー
ビ
ス
と
ス
リ
ム
で
効
率
的
な
市
役
所
を
め
ざ
し
、
市
の
全
事
業
を
対
象
に
、
企
業
や

N
P
O
な
ど
か
ら
民
営
化
や
委
託
化
の
提
案
を
募
集
す
る
提
案
型
公
共
サ
ー
ビ
ス
民
営
化
制
度
。
第
1
回
募

集
で
寄
せ
ら
れ
た
提
案
乃
件
の
う
ち
、
協
輯
中
な
ど
を
除
く
弱
件
を
審
査
し
、
制
件
が
採
用
と
な
り
ま
し
た
。

提
案
は
乃
件

昨
年
8
月
末
日
に
締
め
切
ら
れ
た

第
1
回
募
集
に
は
、
乃
件
の
提
案
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
、

2
り
、
担
当
課
と
協
議
が
続

い
て
い
る
日
件
と
取
り
下
げ
ら
れ
た

叩
件
を
除
き
、
日
件
の
提
案
が
審
査

対
象
と
な
り
ま
し
た
。

審
査
は
ま
ず
、
分
野
ご
と
に
専
門市長E審査結果を手渡す

黒沢委員長(中央)と腐藤委員長代理(左)

家
や
市
民
、
市
職
員
で
構
成
さ
れ
る

お
の
分
科
会
で
行
い
ま
し
た
。

次
に
、
そ
の
結
巣
を
踏
ま
え
、
提

案
審
査
委
員
会
(
委
員
長

一
黒
沢
義

孝
日
本
大
学
教
授
)
で
事
業
の
民
営

化
・
委
託
化
の
可
能
性
を
判
断
。
そ

の
上
で
、
サ
ー
ビ
ス
の
費
や
コ
ス
ト

面
か
ら
市
民
の
利
益
に
つ
な
が
る
か

を
基
準
に
、
提
案
の
採
否
と
事
業
者

の
選
定
方
法
を
決
定
し
ま
し
た
。

提
案
審
査
委
員
会
は
、
叩
月
M
日

か
ら
ロ
月
6
日
の
聞
に
6
回
開
催
さ

れ、

M
件
が
採
用
と
な
り
ま
し
た
。

審
査
結
巣
は
、
ロ
月
四
日
に
市
長

に
提
出
さ
れ
ま
し
た
(
写
真)。

採
用
と
な
っ
た
弘
事
業
の
審
査

結
果
の
概
要
は
2
面
に
、
す
べ
て

の
提
案
事
業
の
審
査
結
果
は
、
市

ホ
l
ム
ペ

l
ジ
と
市
役
所
行
政
情

報
資
料
室
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
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V提案団体別の内訳

提案数

将

9

3

56 

区分

企業

NPO法人

団体

組合

合計

採
用
と
な
っ
た
提
案
は
、
今
後
、

市
で
実
施
に
向
け
た
具
体
的
検
討
を

行
い
、
早
期
に
実
施
で
き
る
も
の
は

肝
年
度
か
ら
実
行
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
現
在
は
、
第
2
回
募
集
を
行

っ
て
い
ま
す
。

圃

総
務
課
・
内
線
2
8
1

民
間
の
発
想
で
サ
ー
ビ
ス
を
充
実

公
共
を
行
政
が
独
占
す
る
時
代

は
終
わ
り
ま
し
た
。
企
業
、

N
P

O
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

民
間
の
主
体
と
行
政
が
連
携
し
、

豊
か
な

「新
し
い
公
共
」
を
ヂ

市

長

F

格
鳴
設
ろ

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
民
営
化
の
提
案
制
度
は
、

従
来
の
よ
う
に
、
行
政
の
側
か
ら
の

発
想
で

「こ
れ
は
民
間
に
任
せ
て
も

い
い
だ
ろ
う
」
と
決
め
る
の
で
は
な

く
、
「
こ
れ
は
市
役
所
よ
り
自
分
た

ち
の
ほ
う
が
ず
っ
と
、
ヱ
志
く
や
れ

る
」
と
、
民
間
側
か
ら
の
発
想
で

提
案
し
て
も
ら
う
も
の
で
す
。

市
の
事
業
の
民
問
委
託
は
、
単

な
る
コ
ス
ト
削
減
が
目
的
に
な
る

と
必
ず
猷
み
が
生
じ
ま
す
。
審
査

で
は
、
サ
ー
ビ
ス
が
い
か
に
良
く

な
る
か
を
重
視
し
、
サ
ー
ビ
ス
の

質
と
コ
ス
ト
を
総
合
的
に
見
て
、

本
当
に
市
民
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
に

な
る
提
案
を
採
用
し
ま
し
た
。

Vグラフ常勤臓員人件費(普通会計決算額)の推移

95億円 市常勤職員の人骨費

5年間で
6億1298万円を削減

92億3404万円

円方
向
ζq
U
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90億円

85億円

‘職
員
数
と
給
与
水
準

我
孫
子
市
は
東
葛
6
市
(
我
孫
子

市
、
柏
市
、
松
戸
市
、
流
山
市
、
鎌

ケ
谷
市
、
野
田
市
)
の
中
で
、
人
口

一
人
あ
た
り
の
地
方
債
残
高
が
一
番

低
く
、
全
国
的
に
見
て
も
借
金
の
少

な
い
市
で
す
。

し
か
し
、
財
政
の
弾
力
性
を
示
す

経
常
収
支
比
率
は
妬
・

7
%で、

6

市
の
中
で
一
番
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
経
常
的
経
費
の
中
で

最
も
大
き
な
割
合
を
占
め
る
人
件
費

の
削
減
が
必
要
で
す
。
市
で
は
、
最

大
時
よ
り
職
員
数
を
1
0
4
人
削
減

す
る
と
と
も
に
、
給
与
水
準
の
引
き

下
げ
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、

5
年
間
で
6
億
1
2

9
8万
円
の
人
件
費
を
削
減
し
ま
し

86億2106万円

2001 2002 2003 2004 2005 2006 (年度)

※普通会計とは、水道事業会計と下水道や介護保険事業などの特別会計以外の会計をいいます。
※人件費には、市長や助役などの常勤特別職と一般職の職員の給与共済組合負担金を含みます。
※2006年度は、決算見込額ですo

v表1常勤特別職の給与

80億円

(単位:円)

区 分
2001年度の年間支給額 2005年度の年間支給額

我孫子市 東葛5市平均 我孫子市 東葛5市平均
市長 16.615.008 18.016.264 14.964，420 17.208.263 
助役 14.113.824 15.182.676 12.779.580 14.513.919 
教育長 12.863.232 13.769.233 11.669.820 13.131.752 た

(
グ
ラ
フ
参
照
)
。

市
長
や
助
役
な
ど
の
常
勤
の
特

別
職
も
、
一
般
職
の
給
与
改
定
を

考
慮
し
て
給
与
を
引
き
下
げ
て
い

ま
す
(
表
1
)
。

市
長
の
退
職
手
当

市
長
の
退
職
手
当
は
、
市
が
加

入
し
て
い
る
千
葉
県
市
町
村
総
合

事
務
組
合
か
ら
支
払
わ
れ
、
同
組

合
の
退
職
手
当
条
例
の
規
定
に
よ

り
、
任
期
4
年
ご
と
に
支
給
さ
れ

ま
す
。今回
の
市
長
の
退
職
手
当
は
、

前
回
よ
り
も
約
5
4
4
万
円
減
額

し
ま
し
た
(
表
2
)
。
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V表2市長の退職手当の額 (単位:円)

区 分 I 2003年1月現在 I 2007年1月現在
我孫子市 I 23.760.000 I 18.316β00 
東葛5市平均 I 27.764.000 I 21.888.000 

※市長の退職金は任期ごとに支払われるため、後払い給与の性格が強く、任期の4年で割り、
給与の年間支給額(表1)と合計すると、我張子市では年収19.543.620円相当となります。

※表1・表2の「東葛5市Jは、柏市、船戸市、流山市、鎌ケ苔市、野田市です。

てしざめを実現のA、A 社jレクイサ
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※「選定方法J欄競争-総合評価競争入札またはプロポーザル方式で提案者を
選定随意・随意契約で事業者と契約
※採用されなかったものも含め、提案された全事業の審査結果は、市ホームペー
ジまたは市役所行政情報資料室でご覧になれます。

提案審査の結果
選定結果の概要 方法

委託か可能な業務であり、他団体の事例を検証し、業務内容を 競争確定したうえで実施
現在も委託しているので、保管文書の移動も考慮のうえ競争で行う 競争
2007年度導入のシステムの経過を見た中で人材派遣の活用か
嘱託・臨時職員の採用かを検討 、競争

人材派遣の活用も可能であるが、嘱託職員活用の場合との費用 競争と効率性を比較したうえで実施
秘書業務・広聴業務の一本化を検討し、嘱託職員と費用を比較
し効率性がよければ実施 競争

委託内容などを検討のうえで実施 競争

委託内容などを検討のうえで実施 競争

委託内容などを検討のうえで実施 競争
委託内容などを検討のうえで実施 競争
公権力の行使にi妥当する事務もあるが、評価補助員は民間でで
きる。 GISの導入や土地評価システム事務が切り替わる2009 競争
年度から委託'1可能
現在も委託で行っており、実施にあたっては競争で行う イ、
キュベーションセンターの必要性を検討する 。./競争

就労支援については、弱者支援のシステムを確立したうえで実
施 競争

先行事例を調査する。導入の可否は今後検討して判断 競争

ZA1??22A読書bER;房長♂貼dるが、経費が競争
現在も委託で実施している。実施にあたっては競争で行う 競争

現在も委託で実施している。実施にあたっては競争で行う 競争
リサイクル施設の更新は行政で実施の可否を判断し競争で実施
すべき。規却炉などの施設整備は、市の方針を定めた後に専門競争
的な審査を踏まえ判断すべき
新たな受益者負担が発生するが、サービスが向上するため採用
とする

第 1181号

番
号

提案型公共サービス民営化制度

採用された提案(審査結果の概要)

-ー-

コクヨビジネスサービス側準備から検証まで研修業務の受託

日本通運側 書類保管サービス

側コスモス 人材派遣の活用

1 陪層別研修、専門別研修、派遣研修総務課

2ファイリングシステム維持管理 総務課

3給与計算事務 総務課

人材派遣の活用

側コスモス 人材派遣の活用

側ティーアンドエム レイアウトから印刷までの一括受託
樹ヌック・コミュニケ
ヨンズ ーン語集から印刷までの一括受託

樹卜プコム 揖集から印刷までの一括受託
NPO法人ACOBA 内容の見直しと一部橿集業務の受託

側コスモス秘書課

秘書課

広報室

広報室

広報室
広報室

4スケジュール管理等秘書業務

5市政への手紙・メール

6暮らしの便利帳の作成・発行

7暮らしの便利帳の作成・発行

8広報の揖集・発行
9広報の糧集・発行

起業研修の実施とインキュベーショ
ンセンターの運営
就業・創業支援センター 「あぴこワ
ークプラザJ事業の実施
避難場所案内桓の設置

既存の地下水環境調査の高度化

エスビーネット有限責任事創業者支援研修とフォローアップの
業組合 受託
棚田:本工ル・シー・工ー 創業者支援研修の受託

クリーンセンター引7Lflゐ 総長話ンター施設の更新と段階
大日本土木糊

NPO法人テラスあびこ

固定資産評価事務の受託国際航業側

t
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課税課10土地評価システムほか

ミュニティビジネス起業支援
11 NPOレベゾレアップ講座
12コミュニティビジネス起業支援、
創業者支援、就労支援
13防災用施設整備

14地下水環境調査

商工観光課

商工観光課

15創業者支援研修

16創業者支援研修

市民サービスが向上するため採用とする

助産師による妊婦対象教室の実施 専門的な知識・話術を生かした提案であり、市民サービスが向随意
上し、独自性も認められるため採用とする

運動指導士による運動教室の実施 市民サービスが向上するため採用とする 競争
保健センターと休日診療所の施設管 維持管理業務の一本化は妥当な提案。実施にあたっては、市の
理業務の一括受託 施設管理の方針を整理する必要がある 競争
街路樹管理業務の一括受託 一括受託で効率性は高まる可能性がある 競争
緑の講習会と市民手づくり公園事業 市民参加が担保されれば委託は可能。今後、事業者・担当課の
の一括受託 双方で市民参加を得るための手法の検討が必要 競争

脚光風ガーデン パークボランティア制度の創設によ 事業推進の前提となるボランティアの確保が担保されれば委託競争
る公園管理業務の一括受託 は可能である

テルウェル東日本側 公園管理、草刈り業務などの一括受託職員数削減につながる提案なので採用 競争
側コトブキ.NPO法人公園遊具などの日常点検、定期点検 専門家が点検することでサービスの向上につながる提案。コス競争
ACOBA共同体 の受託 卜が増えるため実施の可否は検討のうえ判断
塚原緑地研究所、脚光風ガみどりサポートセンター設置による 委託の内容や範囲などを検討のうえ、経費削減につながれば委
ーデン 公園や働告などの一元管理 託
樹ティーアンド工ム レイアウトから印刷までの一括受託 委託内容などを検討のうえで行う

偏ティーアンドエム 揖集から印刷までの一括受託 委託内容などを検討のうえで行う

市民サービスが向上し、コストも軽減するため採用。契約に
あたってはリスク分担が必要。今後'1民間事業化も検討
市民サービス向上が期待できるため採用とする。契約にあた
ってはリスク分担が必要。今後は民間事業化も検討
現在、個別で委託しているものを一括委託する提案であり、
競争で行う。市は施設管理の方針を整理する必要がある
現在、個別で委託しているものを一括委託する提案であり、
競争で行う。市'1施設管理の方針を整理する必要がある

競争

競争

障害者対象の汀講座の受託

運動指導士による健康教室の実施NPO法人スマイルクラブ

柏・野田地区助産師会

NPO法人スマイルクラブ

側東進ビルシステム

我嘉子市緑化推進協力会

脚光風ガーデン

17クリーンセンター業務全般

18障害者を対象としたIT講座 生活支援課

ウオーキング講座、健康いきいき教19 ~'J ä~~.:'.. S:'!~= 保健センタ一室、健康さわやか教主

20しあわせママパパ教室 保健センター

21健康づくり運動教室 保健センター

22保健センター・休日診療所施設維持保健センター
管理
23街路樹の維持管理 道路課

24緑の講習会、市民手づくり公園 公園緑地課

争

争

争

曲

既

曲

一

肌

曲

既

25みどりのボランティアの充実ほか 公園緑地課

26公園維持管理、公園管理(樹木、草刈)公園緑地課

27公園維持管理 公園縄自課

28緑化推進ほか 公園観世課

29教育広報の作成・発行 教委・総務課

30男女平等教育児童・生徒用リーフレツ卜指導課
の作成

31市民カレッジ「文学歴史コースj 随意

随意

競争

NPO法人ふれあい塾あびこ企画・運営の受託

樹ヌック ・コミュニケ
守 一ン企画・運営の受託
ヨ/λ
ファシリティパートナーズ
側 アビスタの施設管理の一括受託

側東進ビルシステム アビスタと市民体育館の施設管理の
一括受託

公民館

公民館

公民館

公民館
体育課

32市民カレッジ 「女性魅学J

33公共施設管理業務

競争34公共施設管理業務

市役所の代表電話番号n7185-1111 市ホームページのアドレスhttp://www.city.abiko.chiba.jp

斤
一
三
よ
-
X
J
目
与
Z
.ヨ+
J
F
」

菜
完
走

H
t剰
d
ι
恒
仁
一
〈

昨
年
ロ
月
定
例
市
議
会
に
お
い
て
、
ま
ち
づ
く
り
を
実
践
し
て
き
ま
し
た
。

自
治
基
本
条
例
案
が
賛
成
日

・
反
対
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
た
条
例
に
す
る

日
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

必

要

が

あ

り

ま
す
。

条
例
案
は
、

9
月
定
例
市
議
会
に
・
市
議
会
の
定
数
は
条
例
で
定
め
る

追
加
提
案
さ
れ
、
ロ
月
ま
で
の
継
続
た
め
、

議
員
が
自
ら
の
身
分
に
係
わ

審
議
と
な
り
、
市
議
会
の
自
治
基
本
る
こ
と
を
自
分
で
決
め
る
こ
と
に
な

条
例
審
査
特
別
委
員
会
で
審
議
さ
れ
り
ま
す
。
市
議
会
の
定
数
は
自
治
制

て

き

ま

し

た

。

度

の

基

本

事

項

で

も

あ

り

、

決

定

の

市
執
行
部
で
は
、
特
別
委
員
会
で
過
程
で
市
民
の
意
見
を
聴
く
手
続
を

議
員
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
に
沿
っ
て
、
義
務
づ
け
る
の
は
当
然
と
考
え
ま
す
。

ロ
月
定
例
市
議
会
で
当
初
提
案
の
内

・
条
例
案
の
作
成
の
過
程
で
は
、
十

容
を
一
部
削
除
・
修
正
し
ま
し
た
分
で
な
い
と
し
て
も
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

(

左

囲

み

参

照

)

。

ム

や

タ

ウ

ン

ミ

ー

テ

ィ

ン

グ

、

ふ

れ

し
か
し
特
別
委
員
会
で
は
、
あ
い
懇
談
会
を
合
わ
せ
て
時
回
開
催

「
「
市
民
等
』
の
範
囲
に
市
内
で
学

し
ま
し
た
。
市
議
会
で
は
、
3
カ
月

ぶ
入
、
働
く
人
な
ど
を
含
め
権
利
を
の
審
議
期
間
中
、
一
度
も
広
聴
会
な

認
め
る
の
は
広
げ
す
ぎ
で
あ
る
」
ど
は
聞
か
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、

「議
員
定
数
は
条
例
で
市
議
会
が
決

日
月
の
「
議
会
だ
よ
り
」
に
詳
し
い

定
す
る
も
の
で
、
市
民
の
意
見
を
聴

審
議
内
容
は
掲
載
さ
れ
な
か
っ
た
た

く
手
続
を
義
務
づ
け
る
こ
と
は
で
き
め
、
市
民
に
は
議
会
の
審
議
内
容
が

な
い
」
な
ど
の
反
対
意
見
が
出
さ
れ
十
分
に
伝
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

ま
し
た
。

・
以
上
の
こ
と
か
ら
、
同
条
例
案
の

福
嶋
市
長
は
同
案
の
否
決
に
つ
い
否
決
は
非
常
に
残
念
で
す
が
、
こ
の

て
、
次
の
よ
う
な
談
話
を
発
表
し
ま
否
決
を
ス
タ
ー
ト
に
、
自
治
基
本
条

し
た
。

例

制

定

の

取

り

組

み

が

新

た

に

始

ま

・
こ
れ
ま
で
我
孫
子
市
で
は
、
住
民

っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

に
限
ら
ず
市
内
で
学
ぶ
人
、
働
く
人
圃
企
画
調
整
担
率
一
宮
7
1
8
5
・

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
と
一
緒
に

1
4
2
6

削 除

「市民から行政への苦情を調査する機関

の市議会への設置Ji市長のローカル・マ
二フエス卜作成Ji市長の在任期数の制
限Ji市民による条例案づくりへの支援J
「市民投票の際の子どもの投票資格Ji条
例の運用の充実と自治推進審議会の設置J

修

「前文Ji市民等の定義Ji条例と基本
構想の関係Ji市民等の責務Jiコミュ二
ティの定義Ji市民等の活動との連携・協
力Jほか

当初案からの変更点

図はfあびこ楽校jの事業です。

正
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申
告
の
準
備
は
お
早
め
に

間
も
な
く
所
得
税
の
確
定
申
告
と

市
県
民
税
の
申
告
の
受
け
付
け
が
始

申
告
に
は
、
源
泉
徴
収
票
や
所
得

控
除
を
受
け
る
た
め
の
証
明
書
、
領

申
告
に
必
要
な
書
類
は

~ -
*
営
業
や
農
業
な
ど
の
事
業
所
得
者
、

不
動
産
所
得
者
・:
収
支
内
訳
書
ま
た

は
青
色
決
算
申
告
書

*
給
与
所
得

者
:
・給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
(
原

本
)

*
年
金
受
給
者
:
・公
的
年
金

等
の
源
泉
徴
収
票
(
原
本
)

*
生

命
保
険
、
個
人
年
金
、
損
害
保
険
の

支
払
い
の
あ
る
方
:
・そ
の
控
除
証
明

書

*
国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保

険
料
(
個
別
納
付
分
)
の
支
払
い
の

あ
る
方
・・・
納
付
確
認
書
ま
た
は
領
収

書
(
市
に
納
め
た
分
の
納
付
確
認
警

は、

1
月
中
に
担
当
課
か
ら
発
送
し

.. 
ti 怠

て通信255有斜自車種駐車場の
Hi 刑問申請
す!?髭 旗日t1S受け付け

現在利用中の方も申請を

ま
す
。
ま
た
、
年
金
か
ら
天
引
き
さ

れ
て
い
る
介
護
保
険
料
は
、
公
的
年

金
等
の
源
泉
徴
収
票
に
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
)

申
国
民
年
金
の
支
払
い

の
あ
る
方
・・・
社
会
保
険
庁
か
ら
送
付

さ
れ
た

「社
会
保
険
料
(
国
民
年
金

保
険
料
)
控
除
証
明
書
」
ま
た
は
領

収
書
〈
昨
年
の
申
告
か
ら
証
明
書
な

ど
の
添
付
か
提
示
が
義
務
付
け
ら
れ

ま
し
た
)

*
医
療
費
控
除
を
受
け

る
方
:
・
医
療
費
の
領
収
書
(
原
本
)
。

医
療
費
の
補
て
ん
金
が
あ
る
場
合
は
、

そ
の
金
額
が
わ
か
る
書
類

※
年
末
調
整
済
分
の
控
除
の
書
類
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
こ
の
ほ

か
に
も
申
告
の
内
容
に
応
じ
て
必
要

な
書
類
が
あ
り
ま
す
、
ご
注
意
を
。

確
定
申
告
の
期
間
は

2
0
0
6
年
分
の
確
定
申
告
の
受

け
付
け
は
、

2
月
日
日
幽
か
ら
3
月

日
日
同
ま
で
で
す
が
、
所
得
税
の
還

付
申
告
は
、
す
で
に
柏
税
務
署
で
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
市
内
の
申
告
会

場
の
日
程
は
、
次
号
の
広
報
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
確
定
申
告
書

と
手
引
き
は
、

1
月
辺
日
聞
か
ら
市

役
所
、
先
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

で
も
配
布
し
ま
す
。

確
定
申
告
は
税
務
署
に

所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
柏
税
務

署
で
お
願
い
し
ま
す
。
市
内
の
申
告

会
場
で
は
、
市
県
民
税
の
申
告
、
記

入
済
み
の
確
定
申
告
書
の
お
預
か
り
、

簡
単
な
確
定
申
告
書
の
作
成
指
導
で

す
。
次
の
方
は
、
税
務
署
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

①
自
営
業
(
飲
食
業
、
大
工
な
ど
て

農
業
、
不
動
産
業
(
地
代
、
家
賃
)
、

保
険
外
交
員
、
ピ
ア
ノ
講
師
な
ど
事

業
系
の
所
得
が
あ
る
方
②
土
地
、

建
物
、
株
式
な
ど
の
譲
渡
が
あ
る
方

③
佳
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
、
雑
損

控
除
、
外
国
税
額
控
除
を
受
け
る
方

有料自転車駐車湯:22ttiE11
Ei都宮;bllfM胞a1

月
日
日

ωか
ら
白
日

受
付
期
間

ω
 

利
用
期
間

月
白
日

利
用
で
き
る
方 4
月
1
日
か
ら
侃
年
3

住
居
や
勤
務
先
が

-r.._;c:f卸畑問削

各
駅
か
ら
5
0
0
m
を
超
え
る
通
勤

.
通
学
者
な
ど

申
請
方
法
申
請
書
(
各
自
転
車
駐

車
場
の
管
理
棟
に
用
意
)
に
必
要
事

項
を
明
記
し
、
管
理
棟
の
ポ
ス
ト
に

④
過
年
分
の
申
告
、
平
均
課
税
の
申

告
を
す
る
方
な
ど

※
柏
税
務
署
の
駐
車
場
は
、
確
定
申

告
用
の
プ
レ
ハ
ブ
設
置
の
た
め
4
月

上
旬
ま
で
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
柏
税

務
署
は
柏
駅
か
ら
徒
赤
拘
日
分
で
す
。

確
定
申
告
は
ホ
I
ム
ペ
ー
ジ
で

国
税
庁
の
ホ
1
ム
ペ

1
ジ

「確
定

申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

(
Z
G一

¥
¥
老
若
者

-E釦
-m0・甘
)
で
申
告

書
の
作
成
が
で
き
ま
す
。
画
面
の
案

内
に
従
っ
て
必
要
事
項
を
入
力
し
、

印
刷
し
て
必
要
書
類
を
添
付
す
る
だ

け
で
す
。
ご
自
宅
で
M
時
間
い
つ
で

も
作
成
で
き
、
用
紙
だ
け
の
印
刷
も

で
き
ま
す
。

作
成
し
た
申
告
書
は
、
干
2
7
7

1
8
5
2
2柏
市
あ
け
ぼ
の

2
の
ー

の
お
柏
税
務
署
に
郵
送
す
る
か
、
税

務
署
正
門
の
時
間
外
文
書
収
受
箱
に

投
函
す
る
こ
と
に
よ
り
提
出
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
そ
の
際
、
収
受
印

が
押
さ
れ
た
申
告
書
の

「控
」
が
必

投
か
ん
(
申
請
は
1
人
1
台
に
限
る
)

利
用
決
定
申
請
は
一
括
で
審
査
し
、

応
募
者
象
の
場
合
は
抽
選
で
決
考

※
利
用
決
定
者
に
は、

3
月
上
旬
に

納
入
通
知
書
を
郵
送
し
ま
す
。

要
な
方
は
、

3
枚
複
写
の
申
告
書
の

3
枚
目
と
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封

筒
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

市
県
民
税
の
申
告
は

市
県
民
税
の
申
告
が
必
要
と
思
わ

れ
る
方
に
は
、

1
月
四
日
働
に
市
県

民
税
申
告
書
を
発
送
し
ま
す
。
返
信

用
封
筒
を
同
封
し
ま
す
の
で
、
な
る

べ
く
郵
送
で
3
月
日
日
榊
ま
で
に
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

里
一暑
が
届
か

な
い
場
合
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
合
計
所
得
金
額
が
一

定
基

準
以
下
の
方
は
、
本
来
申
告
の
義
務

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
国
民
健
康
保
険

税
や
介
護
保
険
料
の
算
定
な
ど
に
必

要
で
す
の
で
、
所
得
の
有
無
や
多
少

に
か
か
わ
ら
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

税
務
署
に
よ
る
確
定
申
告
書
の

作
成
相
談
会

給
与
所
得
の
あ
る
方
で
医
療
費
控

除
や
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
な
ど

の
還
付
申
告
者
や
年
金
受
給
者
の
方

を
対
象
に
、
税
務
箸
に
よ
る
申
告
書

使
用
料
の
納
付

金
融
機
関

に
納
入
通
知
舎
を
持
参
し
て
、

使
用
料
を
納
付
し
、
領
収
書

を
受
け
取
る

定
期
シ
l
ル
の
交
付

3
月

お
日
制
か
ら
幻
自
国

(
7
日

間
)
屋
外
:
・
午
前
6
時
初

分
か
ら
午
後
6
時
却
分

屋
内
・
・
・
午
前
6
時
加
分
か
ら

午
後
9
時

※
屋
内
は
、
定
期
シ
1
ル
の

交
付
時
に
駐
車
位
置
の
抽
選

を
行
い
ま
す
。

7
日
間
毎
日

抽
選
を
行
い
ま
す
の
で
、
早

朝
か
ら
並
ん
で
も
希
望
す
る

駐
車
位
置
に
当
選
す
る
と
は

限
り
ま
せ
ん
。

※
領
収
舎
を
管
理
棟
に
持
参
し
、

定

期
シ
ー
ル
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ

し
v圃

交
通
謀
・
内
線
3
3
0

作
成
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

※
贈
与
税
・
譲
渡
所
得
の
相
談
は
税

務
署
へ
。

相
醗
日
時
・
場
所

1
月
お
日
樹
、

午
前
9
時
加
分
か
ら
正
午
、
午
後
1

時
か
ら
3
時
却
分
、
市
民
会
館

※
早
め
に
終
了
す
る
場
合
が
あ
り
。

税
理
士
会
に
よ
る

無
料
申
告
相
談
会

税
理
士
に
よ
る
無
料
申
告
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。
相
談
の
対
象
は
、

小
規
模
納
税
者
の
所
得
税
・
消
費
税

の
申
告
と
、
年
金
受
給
者
・
給
与
所

得
者
の
所
得
税
の
申
告
で
す
。

※
贈
与
税
・
譲
渡
所
得
の
相
談
は
税

務
署
へ
。

相
醗
日
時
・
場
所

1
月
初
日

ω・

担
日
制
・

2
月
1
日
同
・

2
日
働
市

民
会
館
、
午
前
9
時
か
ら
正
午
、
午

後
1
時
か
ら
3
時
却
分

※
早
め
に
終
了
す
る
場
合
が
あ
り
。

圃

確

定
申
告
:
・
柏
税
務
署
宮
7
1

4
6
・
2
3
2
1、
市
県
民
税
の
申

告
・:
市
役
所
課
税
課
・
内
線
3
3
4

金料

V募集する自転車駐車場(屋内・屋外)

収容台数

自転車原付

2.076 ー

148 1，467 

1.094 
h
ノ

目

パ
丁

ル

南

3

ク
子

町

イ

孫

本

サ

我

②

③

 

屋

内

称番号 名

①我孫子駅北口

市
職
員
の
人
事
異
動

1
月
1
日
付
け
で
市
職
員
の
人
〈
課
長
級
〉
マ
市
民
部
主
幹
:
・
石

事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。
課
長
級
原
正
規
マ
環
境
生
活
部
農
政
課

以
上
の
異
動
者
を
お
知
ら
せ
し
ま
長
:
・斉
藤
登

す
。
(
役
職
名
は
新
し
い
職
名
)
圃
総
務
課
・
内
線
2
3
2

20歳になったら国民年金に加入を

87 1.718 
①サイクルパーク
天王台南

国民年金は、国が責任を持って運営する制度です。日

本に住む20歳から60歳までの方は、必ず国民年金に加

入しなければなりません。

未加入だったり、加入していても未納があると、将来

年金が受けられなかったり、重い障害を負った時に障害

の保障が受けられない場合があります。

国民年金の保険料の月額は、 1万3860円(2006年

度)です。病気や失業などで収入力、なく保険料が納めら

れないときは保険料免除制度があります。また、学生の

方には卒業後に後払いできる学生納付特例があります。

いづれも一定の条件があり、申請の手続き力加要ですの

でご相談ください。

固国保年金謀・内線326

原付 (50∞以下)...・H ・"7.320円/年

布佐駅東口駅前自転車駐車場は、 3月31日で閉鎖
布佐駅東口駅前自転車駐車場は、 3月31日で閉鎖します。

4月1日からは、布佐駅東側広場に新たに「布佐駅東口駐輪場J力潤設され
ます。現在、布佐駅東口駅前自転車駐車場を利用している方は、新たに申し込

み(使用料金は変更ありません)が必要になります。

自転車駐車場に掲示されている案内をご貰ください。

固我頚子市都市建設公社ft7185・1144

自転車…....・H ・....・H ・-…9.720円/年
自転車(1階・ 2階)…9.720円/年
自転車 (3陪)…....・H ・'3.720円/年
原付(日∞以下)……24.360円/年
自転車(地下・ 2階)…9.720円/年
自転車 (3陪)....・H ・-…3.720円/年

自転車(地下・ 2階)…9.720円/年
自転車 (3階)....・H ・-…3.720円/年
原付 (50∞以下)……24.360円/年
原付 (50∞以下)...・H ・"7.320円/年

自転車...・H ・......・H ・-…"3.720円/年

⑤我孫子駅北口原付 ー 291 
屋⑥我孫子駅南口第3 380 20 
⑦天王台駅北口第1 7∞ 100 
外③天王台駅北口第2 6∞ 100 
⑨天王台駅南口第1 6∞ 100 
※使用料は年間一括払いが基本です。屋内自転車駐車場の1階、 2階、地下と
原付で支払いが困難な方は、申請により3カ月単位で分納することができます。
郵送された納入通知書を持参し、管理人の勤務時間内に申請してください。

災害専用電話(台風や大雨で災害が発生したとき)含7185但 1743防災行政無謀放送テレホンサービス(放送内容を確認したいとき)ft 0120-031676 ζ制帽(f;eぃ
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ー
月

n
-日
は
市
長
選
挙
・
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
の
投
票
日

任
期
満
了
に
伴
う
市
長
選
挙
は
1
月
叫
日
嗣
に
邑
旦
一
小
さ
れ
、

1
月
幻
日
倒
午
前
7
時
か
ら
午
後
8
時
ま
で

投
票
が
行
わ
れ
ま
す
。
市
強
会
鵠
員
の
補
欠
選
挙
も
同
時
に
行
わ
れ
ま
す
。
棄
権
し
な
い
で
必
ず
投
票
し
ま

し
ょ
う
。
当
日
投
票
に
行
け
な
い
方
の
た
め
の
期
目
前
投
票
は
、

1
月
内
日
間
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

投
票
で
き
る
方

-ー-
次
の
要
件
を
備
え
、

「我
孫
子
市

選
挙
人
名
簿
」
に
登
録
さ
れ
て
い
る

方
で
す
。

。
昭
和
臼
年
1
月
辺
日
以
前
に
生
ま

れ
た
方

。
2
0
0
6
(平
成
時
)
年
日
月
日

固
ま
で
に
我
孫
子
市
に
転
入
届
を
し

た
方
で
、
引
き
続
き
選
挙
期
固
ま
で

住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る

方。
公
職
選
挙
法
に
規
定
す
る
選
挙
権

と
被
選
挙
権
の
停
止
を
受
け
て
い
な

い
方
一期
目
前
投
票
が
時
日
か
ら

一

一行
わ
れ
て
い
ま
す

一

市
内
4
カ
所
の
投
票
所
で
日
日
か

ら
期
日
前
投
票
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

~ 怠

.1び 2
島近なとり

巴国ド切

第1181号

ヒ
ヨ
ド
リ
は
、
数
が
多
く
ど
こ

で
も
見
ら
れ
る
身
近
な
烏
で
す
。

「ヒ

1
ヨ
、
ヒ
1
ヨ」

と
い
う

あ
の
騒
が
し
い
鳴
き
声
が
、
こ
の

烏
の
和
名
の
由
来
だ
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
本
来
、
夏
は
山
で
暮
ら

し
冬
に
な
る
と
人
皐
に
お
り
て
く

投
票
日
当
日
に
仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー
、

買
い
物
な
ど
何
ら
か
の
用
事
で
投
票

に
行
け
な
い
方
は
、
期
日
前
投
票
を

済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

期
目
前
投
票
所
を
一
部
変
更

今
回
の
選
挙
か
ら
、
我
孫
子
商
近

隣
セ
ン
タ
ー
第
1
会
議
室
(
け
や
き

-・・・EJJE=E1百嘩ヨ~Jj__  • る
漂
烏
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
初
年

位
前
か
ら
一
年
中
人
皐
で
暮
ら
す
よ

う
に
な
り
、
今
で
は
す
っ
か
り
都
市

に
適
応
し
た
都
市
烏
に
な
り
ま
し
た
。

-

え

葉

、

み

つ

餌
は
見
虫
や
巣
実
、
花
の
蜜
な
ど

の
雑
食
性
で
、
ガ
な
ど
の
昆
虫
は
フ

ラ
イ
ン
グ
キ
ャ
ッ
チ
で
と
ら
え
る
野

プ
ラ
ザ
8
階
)
に
期
目
前
投
票
所
を

新
設
し
ま
す
。

ま
た
、
期
目
前
投
票
所
と
な
っ
て

い
た
市
役
所
C
会
議
室
(
市
民
会
館

南
隣
)
を
廃
止
し
、
市
役
所
市
民
ホ
ー

ル
(
本
庁
舎
1
階
)
に
新
た
に
期
日

前
投
票
所
を
設
置
し
ま
す
。

投票期間 1月15日(月)'"20日出
投票時間午前8時3ο分~午後8時

.我孫子市役所市民ホール

国道356号

※
我
孫
子
商
近
隣
セ
ン
タ
ー
第
1
会

議
室
(
け
や
き
プ
ラ
ザ
8
階
)
の
投

票
所
は
、
期
目
前
投
票
、
投
票
日
当

日
と
も
に
投
票
所
の
閉
鎖
時
刻
が
午

後
8
時
で
す
。

閉
鎖
時
刻
ま
で
に
投
票
所
と
な
る

我
孫
子
商
近
隣
セ
ン
タ
ー
第
1
会
議

室
(
け
や
き
プ
ラ
ザ
8
階
)
に
入
場

し
て
い
な
い
と
投
票
が
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
午
後
8
時

に
け
や
き
プ
ラ
ザ
内
に
入
場
し
て
い

て
も
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

投
票
期
間

1
月
日
日
聞
か
ら
1
月

初
日
出

(
6
日
間
)

場
所
・
投
票
時
間
左
図
参
照

※
投
票
の
際
は
、
な
る
べ
く
車
で
の

来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
け
や
き
プ
ラ
ザ
の
駐
車
場
は
、
初

分
ま
で
無
料
で
す
が
、
以
降
初
分
ご

と
に
1
0
0
円
か
か
り
ま
す
。

5・消防本部市役所市民ホール
器T民会館 (市役所本斤舎1階)
~ .-------

鳥の博物館• 

性
味
あ
ふ
れ
る
姿
を
見
せ
ま

す
が
、
一
方
で
は
花
粉
を
口

の
周
り
に
つ
け
な
が
ら
花
の

か
わ
い

畿
を
な
め
る
可
愛
ら
し
い
一

面
も
見
せ
て
く
れ
ま
す
。

冬
は
餌
台
に
来
て
は
他
の

小
鳥
た
ち
を
け
ち
ら
し
傍
若

無
人
、
我
が
艇
な
振
る
舞
い

を
見
せ
、
餌
台
愛
好
家
の
方

方
か
ら
は
嫌
わ
れ
者
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
木
の
実
を
食

べ
で
は
、
フ
ン
と
し
て
種
子
を
ば

ら
ま
き
、
植
物
に
と
っ
て
は
大
切

な
種
子
散
布
の
役
割
を
来
た
し
て

い
ま
す
。

見
方
を
変
え
れ
ば
と
っ
て
も
ユ

ニ
ー
ク
な
烏
で
す
。
観
察
す
る
と

面
白
い
烏
間
違
い
な
し
で
す
よ
。

企
写真中野久夫さん(
文寺田夏碧 L鴨の博物館学

投
票
状
況
・
開
票
状
況
を

切
知
ら
せ
し
ま
す

投
票
状
況
は
、

1
月
幻
日
制
午
前

9
時
か
ら
お
よ
そ
2
時
間
ご
と
に
集

計
し
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

開
票
状
況
は
、
同
日
午
後
日
時
か

ら
お
よ
そ
加
分
ご
と
に
集
計
し
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
い
ず
れ
も
市
の
ホ
ー

ム
ペ

1
ジ
、
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
宮

0
1
8
0
・
9
9
3
8
9
9

メ
ー

ル
配
信
(
受
録
さ
れ
て
い
る
方
)
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

圃
選
挙
管
理
委
員
会
・
内
線
3
4

5
 

日
時
下
表
参
照

場
所
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容

胃
部
レ
ン
ト
ゲ
ン

対
象
・
定
員
市
内
に
住
民
登
録
・

外
国
人
登
録
し
て
い
る
昭
和
必
年
3

月
旦
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
、

1
8

0
0
人

※
前
期

(
2
0
0
6
年
7
・
8
月
に

実
施
)
を
受
診
し
た
方
は
申
し
込
み

で
き
ま
せ
ん
。

※
胃

・
十
二
指
腸
疾
患
な
ど
で
治
療

・
経
過
観
察
中
の
方
、
妊
娠
中
の
方

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
心
臓
ペ

1
ス
メ
ー
カ
ー
な
ど
を
装

着
し
て
い
る
方
は
、
主
治
医
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

費
用

6
0
0
円
(
医
療
受
給
者
証
、

高
齢
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方
、
世

帯
全
員
が
2
0
0
6
年
度
市
・
県
民

税
非
課
税
の
方
、
生
活
保
護
世
帯
の

方
は
無
料
)

申
し
込
み
ハ
ガ
キ

(
1
人
1
枚
・

連
名
不
可
)
に
住
所
、
氏
名
、
生
年

月
日
、
性
別
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、

1
月
幻
日
必
着
で
〒
2
7
O
l
l
l

3
2湖
北
台
1
の
ロ
の
時
保
健
セ
ン

タ
ー
へ
(
フ
ァ
ク
ス
は
不
可
)

※
世
帯
全
員
が
市
・

県
民
税
非
課
税

の
方
は
、

2
月
7
固
ま
で
に
保
健
セ

ン
タ
ー
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

(
連
絡
の
な
い
場
合
は
有
料
)

※
受
診
者
に
は
、

2
月
上
旬
に
「
検

診
の
案
内
」
を
郵
送
し
ま
す
。

圃
保
健
セ
ン
タ
ー
宮
7
1
8
5
・

1
1
2
6
 

V胃がん検診(後期)の日程

月日 時間

2月14日附・15日開-
19日開)・20日ω.
21日附・26日開)・
27日ω.28日同
※受診日は男女で異なります。
※申し込み人数により日程が変
更になる場合があります。

いずれも

午前

£ラ1邑そ地域活動 l50'キ~6Ðl~代のためのイシタ一一歩歩吻4プ
インターンシップ11、定年退職前後の50代60代のシニア世代の皆さんに、ボランティアやNPO、コミュニティビジネスなど、さまざまな地域活動を体験していただき、
その楽しさや我孫子という地域を知ってもらい、体験後は、自分にあった活動で、これまでの経験を活かしてもらおうとする事業です。 固 市民活副支援謀ft7185・1467

受け入れ団体を募集

4月以降 (2007年度)にインターン(体験者)を受け入れていただける団体を募集します。
新しい仲間を迎えるきっかけとして、多くの団体のご協力をお待ちしています。

受入期間 4月から2008年2月
申し込み・固 電話またはEメールで団体名、 担当者名、連絡先を明示し、 2月20日まで
に市民活動支援諜ft7185・1467Eメー)[Jshiminkatsudou@city.abilくo.chiba.jpヘ
.昨年の緒子を市民活動フェアで紹介

市民活動フェアの市の展示ブースで、昨年のインターンシップの様子を詳しく紹介します。
日時・場所 3月3日凶.4日(日)午前10時から午後4時、アビスタ(入場無料)
※フェアの詳細は、ホームページhttp://www.geocities.jp/abilくosmkdflでご覧になれます。

相談会

2006年度は2月末まで、市内の65団体・施設力ヤ受け入れに
協力します。せて〉ご参加ください。(体験日は後日調整します)

参加費無料(ただし、体験内容によっては実費負担あり)

申し込み・固 電話で市民活動支捷拘7185-1467ヘ
.説明・相桜会 雌年の説明・脳会

日時・場所 1月26日幽.27日出いずれも午後2時から3時、あぴこ市民活動ステ
ーション(我弼子駅南口けやきプラザ10階) (都合の良い日にお越しください)
内容 インターンシνプ概要説明、これまでの参加者の体験談、体騒希望者への個別相談
申し込み不要(直接会場ヘ)

• 体験者募集と説明

市役所の代表電話番号n7185-1111 市のホームページアドレスhttp://www.city.abiko.chiba.jp図はfあびこ楽校jの事業です。
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自
転
車
の
変
通
事
故
、
が
多
発
!

言轟
B
E
V
-
-
v
h
Z
T
5
3

ズ
J

調

p
l
p
dそ〆一、
司
3
-
J
d

昨
年
1
月
1
日
か
ら
日
月
初
固
ま

で
の
問
、
自
転
車
に
よ
る
交
通
事
故

が
市
内
で
1
2
6
件
発
生
し
ま
し
た。

自
転
車
利
用
者
が
加
害
者
と
な
り
、

損
害
賠
償
を
求
め
ら
れ
る
事
例
も
あ

り
ま
す。

自
転
車
は、

車
両
(
軽
車
両
)
と

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
交
通
ル
1
ル

を
守
っ
て
、
安
全
に
利
用
し
ま
し
ょ

自
転
車
で
交
通
違
反
を
す
る
と

。
酒
酔
い
運
転
:・
3
年
以
下
の
懲
役

ま
た
は
回
万
円
以
下
の
罰
金

。
日
没
後
の
無
灯
火・・・
5
万
円
以
下

の
罰
金

。

一
時
不
停
止
:・
3
月
以
下
の
懲
役

ま
た
は
5
万
円
以
下
の
罰
金

第 1181号
~ -.. ti 怠

ABIKO 
チャレシヲ・ワオーワ
2007 

実行電員と
イタシを募集

。
信
号
無
視
・・・
3
月
以
下
の
懲
役
ま

た
は
5
万
円
以
下
の
罰
金

。
二
人
乗
り
:・
2
万
円
以
下
の
罰
金

ま
た
は
科
料

。
右
側
通
行
・・・
3
月
以
下
の
懲
役
ま

た
は
5
万
円
以
下
の
罰
金

。
買
い
物
公
園
(
実
行
者
天
国
)
な

ど
へ
の
乗
り
入
れ:・
3
月
以
下
の
懲

役
ま
た
は
5
万
円
以
下
の
罰
金

。
傘
さ
し
運
転
・・・
5
万
円
以
下
の
罰

金圃

市
民
安
全
室

・
内
線
4
8
6

「
A
B
I
K
O
チ
ャ
レ
ン
ジ

・
ウ

オ
l
ク
」
は
、
子
ど
も
た
ち
が
6
5

7
人
の
グ
ル
ー
プ
で
キ
ャ
ン
プ
を
し

な
が
ら
ゴ
l
ル
を
め
ざ
す
体
験
活
動

で
、
2
0
0
5
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た

「
我
孫
子
市
子
ど
も
総
合
計

画
」
の
中
の
事
業
で
す
。

子
ど
も
総
合
計
画
推
進
本
部
(
本

部
長

・
福
嶋
市
長
)
で
は、

市
民
も

加
わ
っ
た
実
行
委
員
会
を
作
り
ま
す。

実
行
委
員
会
は、

計
画
の
策
定
、

実
施
に
向
け
た
準
備、

当
日
の
運
営
、

実
施
後
の
整
理
ま
で
、
事
業
の
す
べ

て
を
行
い
ま
す。

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
班
に
は、

子
ど
も
の
安
全
を
守
る
た
め、

研
修

を
受
け
た
大
人
(
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
)

が
1
人
全
行
程
に
同
行
し
ま
す。

実
施
は
8
月
ご
ろ
1
週
間
程
度
を
予

定
し
て
い
ま
す。

※
昨
年
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

・
ウ
オ
l
ク

の
様
子
は、

市
の
ホ
l
ム
ペ
l
ジ
で

ご
覧
に
な
れ
ま
す。

働く親の子育てを支援

室保掌
4月から利用を希望する児童を募集

。
実
行
委
員
を
募
集

内
容
下
表
参
照

対
象
・
客
員

準

備
か
ら
実
施
後
の

整
理
ま
で
参
加
で
き
る
意
欲
の
あ
る

方
(
年
齢

・
経
験
不
問
)
印
人
程
度

※
報
酬
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
。

。
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
を
募
集

内
容

実
施
期
間
中
に
子
ど
も
た
ち

と
行
動
を
共
に
し、

子
ど
も
た
ち
の

安
全
を
確
保
す
る
。
た
だ
し、

子
ど

も
た
ち
の
自
主
性
を
重
ん
じ
て
基
本

的
に
は
指
示
や
助
言
は
行
わ
な
い
。

対
象
・
定
員

2
回
程
度
の
研
修

(内
1
回
は
宿
泊
)
と
実
施
期
聞
を

通
し
て
参
加
で
き
、
子
ど
も
た
ち
と

野
外
で
寝
食
を
共
に
で
き
る
方
、
若

干
名
(
人
数
は
実
行
委
員
会
で
決
ま

る
班
数
に
よ
り
ま
す
)

※
研
修
日
と
事
業
実
施
日
は、

手
当

が
出
ま
す。

申
し
込
み

応
募
要
項
(
市
役
所
、

教
育
委
員
会
、
ア
ビ
ス
夕
、
湖
北
地

区
公
民
館
、
市
民
プ
ラ
ザ
、
各
近
隣

対
象

共
働
き
ゃ
、
ひ
と
り
親
家
庭

な
ど
で
、
家
庭
で
の
保
育
が
困
難
な

市
内
の
小
学
校
1
年
生
か
ら
3
年
生

※
必
要
が
あ
る
場
合
は
6
年
生
ま
で。

保
育
内
容

放
課
後
の
児
童
の
生
活

指
導
と
余
暇
指
導

開
設
日
時
申
平
日
:・
放
課
後
か
ら

午
後
7
時

*
土
曜
日

・
学
校
休
業

日
:・
午
前
8
時
か
ら
午
後
7
時
(
日

曜
日
、
祝
祭
日
、
年
末
年
始
は
休
室
)

保
育
料

月
額
6
0
0
0
円

(8
月

の
み
9
0
0
0
円
)
市
民
税
の
課
税

状
況
に
よ
り
減
免
あ
り
)

申
し
込
み
・
圃

申
請
書

(
各
学
童
保
育
室

〈左

表
〉
、

保
育
課
に
用
意
)

に
必
要
事
項
を
明
記
し、

就
労
証
明
書
ま
た
は
家
庭

で
保
育
す
る
こ
と
が
出
来

な
い
状
態
で
あ
る
こ
と
を

証
す
る
書
類
を
添
え
、
1

月
白
日
必
着
で
各
学
童
保

育
室
ま
た
は
保
育
課

・
内

線
4
4
7
へ

v市内学童保育室
学童保育室名 電話番号

一小学童保育室 7184・1710
四小学童保育室 7185・4800
根戸小学童保育室 7185・1295
並木小学童保育室 7183・2491
三小学童保育室 7184・9831
高野山小学童保育室 7184・5779
二小学童保育室 7182・8030
湖北台西小学童保育室内部・1672
湖北台東小学童保育室内部・0195
湖北小学童保育室 7187・2474
新木小学童保育室 内部・7544
布佐小学童保育室 71ω-3364 
布佐南小学童保育室 71ω-5450 

セ
ン
タ
ー
に
用
意
)
を
ご
覧
の
、
?
え

応
募
用
紙
に
必
要
事
事
乞
明
記
し、

2
月
7
日
必
着
で
〒
2
7
O
I
l
l

6
6
我
孫
子
1
6
8
4教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
へ
郵
送
か
持
参

※
市
の
ホ
l
ム
ペ
l
ジ
か
ら
メ
l
ル

で
の
応
募
も
で
き
ま
す。

※
実
行
委
員
は、

随
時
募
集
し
て
い

ま
す。

。
説
明
会
を
開
催

実
行
委
員
と
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
の
説

V実行委員の仕事内容

係 名 主な仕事内容

ガーテsイアンや参加者の
研修会の開催。各種しお
りの作成、備品の購入と
管理

榔

・
嗣

明
会
を
開
催
し
ま
す。

当
日
は、

2
0
0
6
年
度
の
記
録

D
V
D
の
上
映
や
実
行
委
員
会
の
運

営
、
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
の
役
割
な
ど
を

説
明
し
ま
す。

日
時

1
月
幻
自
国
午
前
日
時

場
所

教
育
委
員
会
(
水
道
局
4
階
)

※
当
日
参
加
で
き
な
い
方
は、

社
会

教
育
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

圃

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
宮
7

1
8
5
・
1
6
0
4

ホームページを含む広報
活動、参加者募集、保護
者への安全確認の報告、
記録映像や記録集の作成

コースの選定・安全管理、
夜間の安全確保のための
計画とパトロール

報

録
広

記

ス

タ
一・一
コ

ポサ

参加者やスタッフの健康
管理

保健衛生

臨時学童保育指導員の登録を琵け付け
市内の学童保育室で、臨時学童保育指導員として働きたい方の登録を受け付けます。

資格要件 保育の仕事に意欲のある18歳以上の健康な方(受付時に面談を実施)
任周期間 臨関学童保育指導員に欠員が生じた場合で6力月以内(更新可)
動務時間 平日は慌鰍から午後7時までの問、土曜日・学校休業日は午前8聞
から午後7時までの聞で必要な時間
時給 880円(通勤手当は距離に応じて別途支給)
申し込み履歴書(写真樹 )を、保育課(市慨西別館3階)ヘ直接持参
園保育課・内線447

手賀沼公園・湖北台中央公園庭球場などがインターネットで予約可能に
O手賀沼公園 (庭理場)・湖北台中央公園 (庭車場、野琢場)
申し込み脚色日時 3月1日開午前8時30分から受付
随時予約 3月.4月.5月分の予約
拍選予約 6月分からの予約 (3力月先の予約)

※利用するには、市民体育館窓口で使用者登録が必要です。

園教育委員会体育課ft7187・7555

小中学生にボラミI:z-ィアを
受け入れ団体や施設を募集

専門家によるNPO運営相談会我藤子市と犬山町の鳥を通じた市民交涜
“山陰の人・ 鳥との出会いを楽しむ旅"参加者募集

市では、小中学生が気軽にボランティア体験が

できるよう、小中学生のボランティアの受け入れを

していただける市民活動団体や施設を募集します。
募集後は、体験できる市民活動団体や施設の情報

をまとめた情轍を2月下旬までに作り、市内の小
中学校で紹介するほか、公共施設で配布します。

申込締切日 2月3目。 申し込み後、情報記入

シートをお送りします。

申し込み・固電話、ファクス、Eメールのい
ずれかで、氏名(団体名)、電話番号を明示し、

市民活動支援諜ft7185-1467剛7185-5777E 
メー)[Jshiminlくatsudou@citY.abilくo.chiba.jp

千葉県では団体運営に悩みを抱えている

NPOのために、税理士、社会保険労務士な
どによる会計・税務、労務の個別相談会を

開催しています。

我孫子市では次の日程で行います。相談は
無料です。お気軽にご相談ください。

日時・場所 2月4日(日)午後1聞から5時(1

固あたりの相談は50分以内)、あぴこ市民
活動ステーション(けやきプラザ10階)
申し込み・固 電話、ファクス、Eメールの
いずれかで、団体名・連絡先を明示し、1月

31日までに千葉県NPO活動推進課NPO事
業室ヘft043・223・4133剛043・221・5858
Eメールnpo・zigyou@mz.pref.chiba.lg.jp

我孫子市では、鳥取県大山町や周辺の鳥の観察ポイン卜を中心lこ、
バードウオッチングや鳥関係の公園などを訪れる「鳥ツアーJを大山
町との共同企画で実施します。

我弼子市は、「山階鳥類研究所Jの誘致や「我孫子市鳥の博物館J
の設置なと「人と鳥力喚存するまちづくりJを目標にしています。
また、大山町は、たくさんの貴重な鳥の生息地です。山陰で、「鳥・

人・まちとの出会いJを楽しみませんか。
日時 2007年2月9日幽から11日腕 (2泊3日)
蝿所 鳥取県大山町、米子市ほか

内容バードウオッチングや米子水鳥公園、兵庫県立コウノ トリの郷

公園(豊岡市)、松江城-八雲記念島(松江市)の見学
参加費 7万5000円(大人1人)、募集締切 1月22日開
資料請求・固 市企画調整担当7185-1426(資料を送付します。)

災害専用電話(台風や大雨で災害が発生したとき)含7185但 1743防災行政無謀放送テレホンサービス(放送内容を確認したいとき)ft 0120-031676 ζ制帽(f;eぃ
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タ
イ
ト
ル
が
色
付
き
の
も
の
は
、
市
や
官
公
庁
主
催
・
共
催
の
も
の
で
す
。

黒
は
市
の
後
援
、
補
助
団
体
の
記
事
で
す
。

各
項
目
は
、
欄
外
の
よ
う
に
省

略
し
て
い
ま
す
。

で
か
け
て
み
ま
世
ん
か

.. -
3
子
ど
も
の
た
め
の
舞
台
鑑
賞

E
「
幕
末
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
」

日
1
月
幻
自
国
U
時
開
演

所
け
や

き
プ
ラ
ザ

出
劇
団
S
・
W
・
A
-

T
!
台
本
・
演
出
回
大
海
対
全

麿
自
由
5
0
0
席
(
子
ど
も
優
先
席

2
5
0席
)

費
1
0
0
0
円

入

場
券
販
売
所
教
育
委
員
会
文
化
課
ほ

か

圃
教
育
委
員
会
文
化
課
8
7
1

8
5
・
1
6
0
1

※
当
日
券
も
販
売
し
ま
す
。

" 第
5
回
ハ
l
ト
い
け
ば
な
展

窃

日
1
月
初
日
出
i
沼
田
附
9
時
j
げ

時
(
初
日
は
ロ
時
か
ら
)

所
ア
ピ

ス
タ

内
紙
粘
土
の
手
作
り
花
器
に
、

雪
の
管
聞
や
雪
の
中
か
ら
芽
吹
く
春

の
花
を
表
現
し
ま
す
費
無
料

圃

由
良
E
7
1
8
2
・
0
4
3
5

手
賀
沼
写
真
展

第 1181号

開
催
期
間
2
月
ロ
日
制
ま
で

時
間

9
時
初
分
j

M
時

所

北

千
葉
導
水

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
(
柏
市
戸
張
新

田
四
反
町
お
)
〈
月
暗
閉
館
。
た
だ

し
、
祝
祭
日
の
場
合
は
翌
日
開
館
〉

内
過
去
の
手
賀
沼
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

の
応
募
作
品
の
中
か
ら
秋
・
冬
の
写

真
を
中
心
と
し
た
約
必
点
を
展
示

費
無
料

圃
北
千
葉
導
水
ビ
ジ
タ
ー

セ
ン
タ
ー
宮
7
1
6
3
・
4
7
5
1

相
地
区
障
害
児
学
級
合
同

花
と
太
陽
と
希
望
の
作
品
展

日
2
月
2
日
働
5
5
日
何
回
時

sm

時

(
5
日
は
凶
時
却
分
ま
で
)

所

日
・
:
日
時

所
・・・場所

柏
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
(
柏
高
島
屋
S

館
)

内
我
孫
子
市
・
柏
市
の
障
害

児
学
級
で
学
ぶ
子
ど
も
た
ち
の
作
品

の
展
示
費
無
料

圃
柏
市
立
柏
第

四
小
学
校
・
庭
野
宮
7
1
4
3
・
2

8
4
0
 

第
お
回
商
工
会
女
性
部

踊
り
と
唄
の
発
表
会

日
1
月
幻
自
国
日
時
加
分
開
演

所

市
民
会
館

費
無
料

主
我
孫
子
市

商
工
会
女
性
部
圃
商
工
会
事
務
局

E
7
1
8
2
・
3
1
3
1

こ
も
れ
び

「中
高
生
D
A
Y」

落
語
を
楽
し
も
う

日
2
月
4
日
制
凶
時
開
演

所
近
隣

セ
ン
タ
ー
こ
も
れ
ぴ

内
春
一
番

福
笑
い

「楽
し
い
話
の
は
な
し
(
話
)

曾

曾

」

出

三
遊
亭
国
王
師
匠

と
三
遊
会

対
市
内
在
住
の
中
学
生

以
上
の
方
、
当
日
先
着
1
3
0
入

費
無
料

圃
こ
も
れ
ぴ
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
E
7
1
6
5
・
2
0
1
1

※
寧
で
の
来
館
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

参
加
し
て
み
ま
世
ん
か

ヨ

地
域
福
祉
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

E
公
開
講
演
会
一
め
ざ
せ
介
護
予
芭

日
1
月
包
日
制
日
時
5
日
時
却
分

所
ア
ピ
ス
タ

内
「
め
ざ
せ
介
護
予

防
S
健
康
で
自
立
し
た
老
い
の
秘
訣

j
」
①
健
や
か
な
老
い
を
手
に
入
れ

る
に
は
②
お
達
者
健
診
の
す
す
め
③

介
護
予
防
へ
の
取
り
組
み
方
、
講
師

:
・
竹
本
朋
代
さ
ん
(
東
京
都
老
人
総

合
研
究
所
介
護
予
防
緊
急
対
策
室
研

究
員
)

対
当
日
先
着
1
0
0
人

費
無
料

圃
我
孫
子
地
区
公
民
館
宮

内
・・・内容

出
・:
出
席
者

・
出
演
者

種
・・・種目

7
1
8
2
・
0
5
1
1

鯖
演
会
一
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
-

日
2
月
8
日
同
日
時
i
M時
初
分

所
湖
北
地
区
公
民
館
講
師
海
老
樺

元
宏
さ
ん
(
国
立
相
模
原
病
院
臨
床

研
究
セ
ン
タ
ー
病
態
総
合
部
長
)

対
先
着
却
人

費
無
料
主
我
孫
子

市
学
校
保
健
会
、
我
孫
子
市
医
師
会
、

我
孫
子
市
教
育
委
員
会

申
・

圃
電

話
で
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
E
7

1
8
5
・
1
2
6
7

消
費
者
被
害
が
減
ら
な
い

:
・
な
ぜ
?

日
1
月
m
m
日
何
回
時
初
分
j

M
時

所
ア
ミ
ユ
ゼ
柏

内
消
費
者
ト
ラ
ブ

ル
の
問
題
、
高
齢
者
を
ね
ら
っ
た
悪

質
商
法
と
そ
の
対
処
法
な
ど
、
講
師

:・粛
藤
喜
代
美
さ
ん
(
金
融
広
報
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
)

対
先
着
1
5
0
人

費
無
料

申
・
圃
ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ク

ス
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
、
参
加
人
数
を
明
記
し
、
〒

2
6
0
1
8
6
6
7
千
葉
市
中
央
区

市
場
町
1
の
1
千
葉
県
環
境
生
活
部

県
民
生
活
課
消
費
者
行
政
推
進
室
町

0
4
3
・
2
0
1
・
2
6
1
3
E
0

4
3
・
2
2
3
・
2
2
9
6

ヨ

フ
ロ
ア
ス
タ
ッ
フ
イ
ベ
ン
ト

E
貝
あ
わ
せ
で
遊
ん
で
み
よ
う
f

日
1
月
お
日
冊
目
時
却
分
j

M
時

所
烏
の
博
物
館

内
貝
に
絵
を
描
い

て
、
平
安
時
代
の
遊
び

「
貝
合
わ
せ
」

の
道
具
を
作
り
、
実
際
に
遊
ん
で
み

ま

す

対

小

学

生

以

上

費

無

料

(
高
校
生
以
上
は
入
館
料
が
必
要
で

す
)

圃
鳥
の
博
物
館
宮
7
1
8
5
・

つ&
q
L
t
ム
ワ
&

臼

谷
津
で
小
鳥
を
観
察
し
よ
う

日
2
月
3
日
出
9
時
却
分
J
R東
我

孫
子
駅
南
口
広
場
集
合
i
H時
却
分

(
荒
天
中
止
)

内
開
発
戸
・
都
部

の
谷
津
に
生
息
す
る
小
鳥
を
観
察

案
内
人
染
谷
迫
夫
さ
ん
(
自
然
観
察

指
導
員
)

対
先
着
お
人
費
無
料

対
・
:
対
象

・
定
員

費
・
・
・
費
用

持
双
眼
鏡
(
あ
れ
ば
)
、
動
き
や
す

い
服
装
で

申
・
圃
電
話
で
手
賀
沼

課
・
内
線
4
6
5

利
根
川
ゅ
う
ゅ
う
公
園

ビ
オ
ト
l
プ
探
鳥
会

日
1
月
幻
自
国
9
時
初
分

i
ロ
時

所
利
根
川
ゅ
う
ゅ
う
公
園
ピ
オ
ト
l

プ

内
冬
の
ピ
オ
ト
l
プ
に
い
る
烏

を
観
察
し
ま
す
対
先
着
羽

入

費

無
料

服
装
活
動
し
や
す
い
服
装
で

お
出
か
け
下
さ
い

申
・

圃
電
話
で

公
国
緑
地
課
・
内
線
5
4
4

※
開
催
の
有
無
は
、
当
日
8
時
か
ら

宮

0
1
8
0
・
9
9
3
・
1
8
5
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
講
座

日
2
月
9
日
幽
・
凶
日
ω明
日
時

5
日

時
(
全
2
回
)

所
障
害
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
(
湖
北
駅
北
口
か
ら
9
時
却

分
発
の
無
料
送
迎
パ
ス
を
遂
行
)

内
主
に
身
体
麻
齢
、
失
語
症
の
方
に

対
す
る
介
助
法
な
ど

対
先
着
目
入

費
無
料
持
昼
食

申
・

圃
電
話
で

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
宮
7
1
8
8

.
0
1
4
1
 

千
葉
県
立
松
戸
養
護
学
校

公
開
研
究
会
と
学
校
公
開
案
内

。
第
1
回
公
開
研
究
会
日
2
月
8

日
同
9
時
S
U時

内
小
学
部
・
中

学
部
・
高
等
部
・
自
立
活
動
部
の
授

業
参
観
と
研
究
協
議

対
教
職
員
、

教
育
行
政
職
員
、
そ
の
他
の
教
育
関

係
者
。
何
年
度
学
校
公
開
日

2
月
口
日

出
9
時
加
分
i
日
時
田
分

内
授
業

参
観
、
施
設
設
備
な
ど
の
見
学

所
・
圃
千
葉
県
立
松
戸
養
護
学
校
宮

0
4
7
・
3
8
8
・
2
1
2
8

公
開
講
座

言
う
接
し
て
い
ま
す
か
、
こ
ど
も
に
」

日
1
月
初
日

ω叩
時
j

H
時
却
分

所
近
隣
セ
ン
タ
ー
こ
も
れ
ぴ
(
寧
で

の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
)

内

「ど
う
接
し
て
い
ま
す
か
、
こ
ど
も

に
i
見
え
な
い
、
気
づ
か
な
い
暴
力

持
・・・持参

も
あ
り
ま
す
S
」
講
師
:・
内
海
崎
貴

子
さ
ん
(
川
村
学
園
女
子
大
学
助
教

授
)

対
子
育
て
中
の
方
、
孫
に
ど

う
接
し
て
い
い
か
迷
っ
て
い
る
方

持
上
履
き

回
天
王
台
地
区
社
会
福

祉
協
議
会
宮
7
1
8
3
・
9
0
0
9

(祝
日
を
除
く
月
・
水
・
金
時
日
9

時
j

M
時
)

藤
田
紘
一
郎
講
演
会

日
2
月
3
日
回
目
時

5
日即時

所
け

や
き
プ
ラ
ザ

内
き
れ
い
社
会
の
落

と
し
穴

「免
疫
力
を
つ
け
る
生
活

S

ア
ト
ピ
ー
か
ら
癌
ま
で

S
」
講
師
:・

藤
田
紘
一
郎
さ
ん
(
東
京
医
科
歯
科

大
学
名
誉
教
授
)

対
当
日
先
着
5

0
0
入

費

5
0
0
円

圃

稲

田
宮

7
1
8
2
・
7
0
5
2

我
孫
子
市
結
婚
相
談
所

お
見
合
い
プ
チ

O
パ
ー
テ
ィ
ー

日
①
2
月
4
日
側
②
M
日
回
目
時
i

m時
所
け
や
き
プ
ラ
ザ
内
結
婚

相
辞
所
の
会
員
と
の
お
見
合
い
パ
ー

テ
ィ
ー

対
真
剣
に
結
婚
を
考
え
て

い
る
①
お

i
ω
歳
の
女
性
日
人
②
却

5
6歳
の
男
性
白
人
(
応
募
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
)
費
2
0
0
0
円

申
・
圃
電
話
で
1
月
辺
日
ま
で
に
社

会
福
祉
協
議
会
宮
7
1
8
4
・
1
5

q
u
Q
M
 

我
孫
子
南
ま
ち
づ
く
り
協
論
会

お
父
さ
ん
と
子
ど
も
の
料
理
教
室

日
1
月
幻
自
国
9
時
却
分

i
u時

所
け
や
き
プ
ラ
ザ
内
我
孫
子
商
近
隣

セ
ン
タ
ー

内
ホ
ワ
イ
ト
カ
レ
l

サ
ラ
ダ
ほ
か

対
小
学
生
と
そ
の
お

父
さ
ん
、
先
着
ロ
組
費
1
組
5
0

0
円
(
材
料
代
)

持
三
角
仇
、
エ

プ
ロ
ン
、
ふ
き
ん

申
・

圃
電
話
で

我
孫
子
商
近
隣
セ
ン
タ
ー
宮
7
1
8

1
・
1
0
1
1

第
叩
回

我
孫
子
市
ゴ
ル
フ
フ
ェ
ス
タ

日
2
月
U
日
制
(
雨
天
実
施
)

所

我
孫
子
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

対
市
内
在

住
の
方
、

1
2
0
人
(
応
募
者
多
数

申
・:
申
し
込
み
(
記
載
の
な
い
も
の
は
申
し
込
み
不
要
)

の
場
合
は
抽
選
)

続
技
方
法
印
ホ

ー
ル
新
ペ
リ
ア
方
式
(
ソ
フ
ト
ス
パ

イ
ク
着
用
)
費
2
0
0
0
円

※
プ
レ
1
費
の
概
算
は
1
万
8
0
0

0
円
。
(
グ
リ
ー
ン
フ
ィ
は
フ

ェ
ス

タ
特
別
料
金
。
昼
食
費
等
は
別
途
)

申
往
復
ハ
ガ
キ

(
1
人
1
牧
)
に
大

会
名
、
住
所
、
開
制
、
性
別
、
生
年

月
日
、
電
話
番
号
、
返
信
面
に
住
所
・

氏
名
(
様
を
記
入
)
を
明
記
し
、

1

月
お
日
必
着
で
〒
2
7
O
l
l
l
9

2
市
役
所
公
国
緑
地
課
(
住
所
省
略

可
)
へ
。
(
記
入
も
れ
、
重
視
申
し

込
み
は
無
効
と
な
り
ま
す
)

圃
我

孫
子
ゴ
ル
フ
協
会
・
山
崎
君
7
1
8

4
・
5
9
4
1
(9
時

S
U時
)

我
孫
子
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟

第
市
回
シ
ン
グ
ル
ス
大
会

日
2
月
日
日
鯛
8
時
初
分
受
け
付
け

所
市
民
体
育
館

種
男
子
1
・
2
・

3
・
4
部
、
女
子
1
・
2
部

対

男

子
1
・
2
部
と
女
子
1
部
は
オ
ー
プ

ン
、
男
子
3
・
4
部
と
女
子
2
部
は

市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
・
在
ク
ラ

ブ
の
初
心
者

費
1
3
0
0
円
、
高

校
生
以
下
8
0
0
円

申
・
圃
ハ
ガ

キ
に
種
目
、
ラ
ン
ク
、
住
所
、
射
旬
、

電
話
番
号
を
明
記
し
、

2
月
1
日
必

着
で
一
T
2
7
o
l
-
-
4
2
泉
日
の

6
望
月
敏
和
宮
0
9
0
・
4
0
1
3

・
1
7
5
0

市
肉
親
善
卓
球
大
会

日
2
月
四
日
側
9
時
受
け
付
け

所

市
民
体
育
館

種
3
ダ
ブ
ル
ス
男
女

混
成
団
体
戦

(
1
チ
l
ム
6
人
、
チ

ー
ム
編
成
は
当
日
く
じ
引
き
で
決

定
)

対
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

・
逮
盟
会
員
費
1
人
5
0
0
円、

連
盟
会
員
と
中
学
・
高
校
生
1
人
2

0
0
円

申
・
圃
ハ
ガ
キ
に
大
会
名
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、

2
月
2
日
必
着
で
〒
2
7
o
l
-
-

0
1
布
佐
ー
の
お
の
8
小
貫
康
子
宮

7
1
4
9
・1
4
7
0
(四
時
以
降
)

※
個
人
で
の
申
し
込
み
も
可
能
で
す
。

主
・
:
主
催
・
共
催

固
・
:
問
い
合
わ
せ

f夜型商輔/{@.厨@品輸t骨髄ぷまちづくり標語を募集
今、都市の拡大成長を前提としたこれまでのまちづくりから、多くの人にとって 講座名 単元数 日時 畳講料 2/17 10時30分~
暮らしゃすいコンパク卜な都市構造「歩いて暮らせるまちづくりJへと、基本理念 2/10 10時30分~ インター 2/1713時~
を転換する時期に来ています。

/'Iソコン
3単元2パ110時30分~ 3500円

ネット講 4単元
2/1810時30分~

5反lO円
入門講座 座

このことから、今回は「つなぐ-つなげるまちづくりJをテーマに合い言葉を募 2パ210時30分~ 2/1813時~
集します。 2/21 13時~ デジタル 2/2010時羽分~

部門 一般の部、児童・生徒の部(中学生以下) ワード 2/2210時30分~ カメラ講 3単元2/2013時~ 3反lO円

表彰 6月に予定 2003講 5単元2/2213時~ 8000円 座 2/21 10時30分~

賞 特選・・各部門1点、準特選・各部門1点、入選・・各部門若干(それぞれ賞状と 座 2/2310時30分~ 2/2610時羽分~

副賞を贈呈) 2/2313時~ お楽しみ講
4単元
2/2613e寺~

5反lO円
申し込み・圃 ハガキ(1枚につき作品1点)に標語、住所、氏名、電話番号、年 2/10 13時~ 座(ブログ) 2/2710時30分~

齢、性別、職業(または学校・学年)、応募部門を明記し、 2月15日消印有効で 工クセル 2パ015時~ 2/2713時~

〒102・0094千代田区紀尾井町3の32欄1市計画協会内まちづくり月間実行委員会
2003講 5単元2/11 13時~ 8000円 到す時間午前10時から午後6時
座 2/11 15時~ 定員各講座15人(応募者多数の場合は抽選)

標語募集係1)03-3262-3491
2/12 13時~ 申し込み・圃窓口、または電話かファクス

※~募上の注意なと古学しくは、応募チラシ(都市計画課・内線593に用意)をご葺
※1単元は90分。受講料l品、教材費、通信費を含む。 で1月25日までに市民プラザ1)7183・2111

ください。
、同恒 _， ※お楽しみ講座liI:、インターネッ卜講座を修了した方対象。間7183・5300ヘ

市のホームページアドレスhttp://www.city.abiko.chiba.jp市役所の代表電話番号ft7185-1111 回 は「あびこ楽校Jの事業です。
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認
知
症
の
方
の
家
族
の
集
い

日
1
月
お
日
附
日
時
初
分
5
日
時
加

分

所
保
健
セ
ン
タ
ー

内

介
護
方

法
や
日
ご
ろ
の
悩
み
な
ど
に
つ
い
て

情
報
交
換
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

対

認
知
症
の
方
を
介
護
し
て
い
る
家
族

費
無
料

圃
介
護
支
援
課
E
7
1
8

巨
d

・

司
ム
司
ム
司
ム
司
L

(我
孫
子
・

1
歳
2
カ
月
)

リ
ズ
ム
巳
合
わ
ぜ
て
お
し
り
フ

ソ
フ
リ
!
大
路
ぎ
な
あ
姉
ち
ゃ
ん

と
毎
日
楽
し
く
遊
ん
で
い
ま
す
P

科
医
院
)
②
寝
た
き
り
予
防
体
操
、

講
師
:
・
倉
田
保
健
師
(
保
健
セ
ン
タ

ー
)

費

無

料

健
康
教
室
5
・・・日
2
月
4
日
冊
目
時

川
町
分
S
時
時

所
湖
北
台
近
隣
セ
ン

タ
ー

内

①
歯
と
口
の
健
康
づ
く
り

に
つ
い
て
、
講
師
:
・
尾
上
匡
史
さ
ん

(
尾
上
歯
科
医
院
)
②
歯
の
ブ
ラ
ッ

シ
ン
グ
に
つ
い
て
、
講
師
:
・
中
村
歯

科
衛
生
士
(
保
健
セ
ン
タ
ー
)

費

無
料
圃
湖
北
台
近
隣
セ
ン
タ
ー
E
7
1
8

7・

1
1
2
2

ぼ
し
ゅ
う

mw
年
度
職
業
訓
練
生
追
加
募
集

募
集
期
限
1
月
出
日
制
ま
で

募
集

科

目

N

C
加
工
科
(
1
年
)
、
造

園
科
(
1
年
)

対
高
校
卒
業
程
度

以
上
の
方
、

N
C
加
工
科
9
人
、
造

闇
科
8
人

選
考
日
2
月
比
日
制

選
考
方
法
学
科
試
験
(
国
語
、
数
学
)
、

適
性
検
査
、
面
接

合
格
発
表
2
月

日
日
働

申
・
圃
写
真
と
入
校
選
考

料
(
県
証
紙
2
2
0
0
円
)
を
一
恕

し
た
指
定
の
願
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
千
葉
県
立
我
孫
子
高
等
技
術

古2
橋ピ

こ
う

た
ろ

う

孝
太
郎
ち
ゃ
ん

(
新
木
・

1
歳
3
カ
月
)

二
人
の
優
し
い
あ
姉
ち
ゃ
ん
の

真
似
ば
か
り
す
る
我
ガ
家
の
ア
イ

ド
ル
で
す
。

専
門
校
(
久
寺
家
6
8
4
の
1
)
宮

7
1
8
4
・
6
4
1
1
へ
提
出

※
雇
用
保
険
受
給
者
(
予
定
者
)
は

住
所
地
の
職
業
安
定
所
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

千
葉
県
労
山
加
盟

岳
人
あ
び
こ
会
員

対
ω
歳
ま
で
の
方
、
若
干
名
(
応
募

者
多
数
の
場
合
は
面
談
で
決
定
)

費
年
会
費
1
万
2
0
0
0
円
(
別
途

保
険
料
2
0
0
0
円
)

申
・
圃
往

復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
町
村
旬
、
年
齢

電
話
番
号
を
明
記
し
、
1
月
初
日
必

着
で
干
2
7
o
l
-

-
2
1
中
峠
1

6
4
2
の
加
清
家
美
保
子
宮
7
1

8

7・

0
5
8
8

お
し
ら
ぜ

定
例
教
育
委
員
会

日
1
月
お
日
同
日
時
初
分
予
定
(
議

案
内
容
に
よ
り
変
更
あ
り
)

所
水

道
局
4
階
会
議
室

内
1
月
四
日
働

以
降
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

申

傍
聴
さ
れ
る
方
は
開
会
予
定
時
間
前

に
傍
聴
者
名
簿
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
担
当
の
指
示
に
従
っ
て
入
室
し

て
く
だ
さ
い

圃
教
育
委
員
会
総
務

課
E

7
1

8
5・

1
1
1
0

廃
棄
物
基
本
問
題
調
査
会

日
1
月
初
日
ω
9
時
初
分
S

よみがえれ手賀沼
国の定める手賀沼の
水質環境基準 (C0 0値) 以下

千葉県湖沼水質保全計画による
年平均目標COD値

平成18年12月、月平均COD値
採水場所:手賀沼公園沖

平成17年12月、月平均COD値
採水場所:手賀沼公園沖

事
堂
第
1
委
員
会
室

内

1
月
四
日

働
以
降
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

申
傍
聴
さ
れ
る
方
は
開
会
予
定
時
間

前
に
傍
聴
者
名
簿
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
担
当
の
指
示
に
従
っ
て
入
室

し
て
く
だ
さ
い

圃
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
E
7
1
8
7・

0

0
1
5

市
有
地
の
売
却

所
我
孫
子
市
布
佐

面
積
3
0
9
d

用
途
地
域
第

一
種
低
層
住
居
専
用
地

域

地
目
畑

圃
管
財
課
E
7
1
8

5
・
1
2
8
9

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
l
ム
ペ
ー
ジ、

ま
た
は
情
報
公
開
資
料
室
で
ご
覧
下

さ
い
。
一
w
E
n
j
o
y
手
賀
沼
当
日
参
加

団
体
・
企
業
・
サ
ボ
I
タ
I
説
明
会

ふ
る
さ
と
手
賀
沼
を
参
加
者
の
皆

さ
ん
に
感
じ
て
も
ら
う
「
E
n
j

o

y
手
賀
沼
」
は
5
月
日
日
制
に
開
催

を
杢
定
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
参
加
団
体
(
取
り
組
み
の

紹
介
や
催
し
を
行
う
)

・
企
業
(
環

境
に
配
慮
し
た
取
り
組
み
な
ど
を
P

R
す
る
)

・
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト

に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
サ
ボ
l
タ
l

の
募
集
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。

説
明
会
日
時
1
月
幻
自
国
叩
時
i

所
手
賀
沼
親
水
広
場
「
水
の
館
」

圃
E
n
j
o
y
手
賀
沼
実
行
委
員

会

・
田
代
宮
0
8
0
・
6
6
3
4
・

忘れず巴納めましよう

-・・-.r~__三・・・・E?必I~~I恒悶誕F咽

水道料金

31日側

25日開

市民税第4期
国民健康保険税第8期
介護保険料第8期

一交通(人身)事故発生件数 l
:孫子警察署管内・~月[CJj日現在!II

9
7
0
7
 

東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン

E
T
C
車
割
引
社
会
実
験

E

T
C
寧
に
限
り
、
現
行
の
E
T

C
割
引
料
金
を
さ
ら
に
3
割
引
き
す

る
社
会
実
験
を
実
施
し
ま
す
。

実
験
期
間
2
月
1
日
同
s
m
日
同

対
象
時
間
6
時
j
m
時
、
凶
時
j
m

時
(
木
更
樟
金
田
料
金
所
か
海
ほ
た

る
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
料
金
所
通
過

時
間
)

対
象
道
路
東
京
湾
ア
ク
ア

ラ
イ
ン

対
象
車
両
E
T
C
寧

割

引
内
容
男
付
の
E
T
C
割
引
料
金
か

ら
全
車
3
割
引
き
(
軽
自
動
車
の
場

合
1
8
6
0
円
が
1
3
0
0
円
、
普

通
車
の
場
合
2
3
2
0
円
が
1
6

2

0
円
、
中
型
車
の
場
合
2
7
8
0
円

が
1
9
5
0
円
、
大
型
車
の
場
合
3

8
3
0
円
が
2
6
8
0
円
に
)

圃

千
葉
県
道
路
計
画
課
宮
0
4
3
・
2

2

3
・
3
2
9
8
ホ
1
ム
ペ

1
ジ
y

同
苦
¥
¥
若
者
宅
bρ
己
主
停}内

g-nog

マ
ン
シ
ョ
ン
問
題
個
別
相
談
会

日

1
月
お
日
岡
山
時

j
日
時

所
市

役
所
分
館
大
会
議
室

内
管
理
組
合

の
運
営
全
般
、
長
期
修
繕
計
画
書
作

成
、
大
規
模
修
繕
工
事
の
進
め
方
、

区
分
所
有
法

・
管
理
規
約
な
ど
マ
ン

シ
ョ
ン
に
係
る
諸
問
題
に
つ
い
て
、

千
葉
県
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
士
会
に
よ

る
個
別
相
談

対
市
内
の
マ
ン
シ
ョ

ン
管
理
組
合
、
管
理
者
、
居
住
者
な

12月の発生件数 61件
2006年の発生件数:(1月"')620件
2005年同期比 ー24件
12月の死者数 0人
2006年の死者数 2人
2005年同期比 ー6人
12月の負傷者数 79人
2006年の負傷者数 782人
2005年同期比 ー9人

ど
、
先
着
8
組
(
1
組
1
時
間
)

費
無
料

申
・
圃
電
話
で
住
宅
課

・

内
線
5
2
9

労
働
問
題
・
年
金

な
ん
で
も
無
料
相
談
会

日
毎
月
第
2
・
4
日
曜
日
目
時

j
日

時

所
県
社
会
保
険
労
務
士
会
東
葛

支
部
事
務
局
(
松
戸
社
会
保
険
事
務

所
隣
り
)

内
労
働
問
題

・
年
金
関

係
の
相
談
に
社
会
保
険
労
務
士
が
無

料
で
応
じ
ま
す

対
各
自
先
着
目
人

(
相
談
時
間
1
人
約
初
分
)

申
・

圃
電
話
で
社
会
保
険
労
務
士
会
東
葛

支
部
事
務
局
宮
0

4
7・

3

4
5・

9
9
9
2
(
平
日
目
時
1
日
時
)

年
金
無
料
相
談
会

日

1
月
四
日
働
9
時
初
分
S
M
時
初

分

所
け
や
き
プ
ラ
ザ
内
我
孫
子
南

近
隣
セ
ン
タ
ー

内

年
金
の
相
談
に

社
会
保
険
労
務
士
が
無
料
で
応
じ
ま

す

対
先
着
加
入
(
相
談
時
間

1
人

約
ぬ
分
)

申
・
圃
電
話
で
社
会
保

険
労
務
士
会
東
葛
支
部
宮
0

4
7・

3

4
5・

9
9
9
2
(
平
日
目
時

j

日
時
)
、
久
間
宮
7
1
7
4
・
9

0

5
3
(
平
日
日
時
1
日
時
以
外
)

不
周
回
目
情
報

"
躍
り
ま
す
"

。
無
料
で
本
自
転
車
こ
ぎ
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
マ
シ
1
ン
:・
中
島
宮
7

1
8
3
・
2
6
0
2
*
鏡
台
(
イ

ス
付
き
)
:・
大
河
原
告
7
1
0
6
・

2
3
9
8
 

U
語
っ
て
く
だ
さ
い
"

。
無

料

で

*
チ
ヤ
イ
ル
ド
シ
ー

ト

(1
歳
未
満
)
:・
野
月
宮
7
1

8
2
・
9
2
3
9

申
し
込
み

各
連
絡
先
へ
直
接
電

話
し
て
く
だ
さ
い
。

※
掲
載
の
申
し
込
み

・
問
い
合
わ

せ
は
、

ふ
れ
あ
い
工
房
宮
7
1
8

6
・
5
5
0
0
へ
(
月
曜
日
休
館)。

『
』

4
d

的

で

慌
の
a閣
も
ま
喝
甜
川
の
才

日
さ
山
保

U

都
確
H
U

抑
制
一味

公
場
あ

わ
や
か
ち
ぱ
県
民
プ
ラ
ザ
。
2
月
4

固
ま
で
に
免
状
の
コ
ピ
l
、
写
真
2

枚
、
住
民
票
、
1
方
1
0
0
0
円
用

意
。
小
池
宮
7
1
8

2
・
1
0
1

5

V
老
人
ホ
l
ム
パ
ス
見
学
会

2
月

3
自
国
叩
時
集
合
。
松
戸
市
と
鎌
ケ

谷
市
内
の
有
料
老
人
ホ
1
ム
2
カ
所

の
見
学
、
内
容
説
明
、
食
事
試
食
な

ど
。
先
着
お
人
。
無
料
。
ス
ロ
ー
ラ

イ
フ
介
護
相
談
セ
ン
タ
ー
E
0
1
2

0

・
4
6
0
・
6
1
2

このコーナーに渇載を希望する
方は、広報掲載依頼書(市役所広
報室に用意または我孫子市のホ

ームページからダウンロード)に
必要事項を記入のうえ、掲載希望

日の1カ月前までに広報室ヘ提
出してください。
掲載する内容はイぺン卜名・日
時・場所・内容・費用・問い合わ
せ先などです。詳しい内容の確認
I<l:，当事者間で行うようお願いし
ます。
固広報室tt?185-1269 

... 

高
齢
者
の
た
め
の

ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
入
門
講
座

日
1
月
却
目
側
j
担
日
制
9
時
j
日

時
(
全
3
回
)

所
我
孫
子
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

対

日
j
邸
歳

の
方
、

ロ
人
(
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
)

費
無
料

持
昼
食
、
タ

オ
ル
、
上
履
き
、
汚
れ
て
も
よ
い
服

装
で

申
・
圃
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、

町
内
旬
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
返
信
用

あ
て
先
を
明
記
し
、

1
月
辺
日
必
渚

で
干
2
7
o
l
-
-
2
1
中
峠
2
6

0
7
制
我
孫
子
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
E
7
1
8

8
・
2
2
0
0

湖
北
台
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
論
会

健
康
教
室
4
、5

健
康
教
室
4
・・・
日
1
月
沼
田
冊
目
時

品
分
j
M
時

所
湖
北
台
近
隣
セ
ン

タ
ー

内

①
小
児
肥
満
に
つ
い
て
、

講
師
:
・
中
川
宗

一
さ
ん
(
中
川
小
児

情

vgや
③
ちゃれ

』け
う
ち

み

ず

き

竹
内
瑞
貴
ち
ゃ
ん

講
演
・
催
し

V
自
分
の
身
体
を
見
つ
め
直
す
会

2
月
4
日
側
日
時
ω
分
受
け
付
け
。

近
セ
こ
も
れ
ぴ
。

よ
り
快
適
に
生
活

す
る
た
め
の
気
功

・
健
康
セ
ミ
ナ
ー
。

先
着
加
入
。
3
0
0
円
。
肘
井
君
7

1
8

3
・
6
4
5
9

V

「現
代
ア
l
ト
・
仏
像
写
真
展
」

今
井
真
樹
子
w
i
t
h
佐
藤
友
美
特

別
展
示

1
月
お
日
ω
j
m
日
制
9

時
5
2
時
泊
分
(
最
終
日
は
同
時
ま

で
)
。
け
や
き
プ
ラ
ザ
。
無
吋
芸

術
紀
行
宮
0
9
0
・
9

3
7
4
・
5

8
0
4
 

V
押
し
花
体
験
会

1
月
初
日
ω
日

時
初
分
j
M
時
。
近
セ
こ
も
れ
ぴ
。

き
れ
い
な
押
し
花
を
作
り
ま
し
ょ
、
っ
。

開
催
時
間
内
に
ご
自
由
に
お
い
で
く

だ
さ
い
。
1
6
0
0
円
(材
料
費
)
。

サ
ー
ク
ル
ク
ロ
ー
バ
ー
・

山
咲
E
7

1
5
5
・
1
6
3
1

V
第
2
固
ロ
シ
ア
プ
l
シ
キ
ン
の
詩

と
伝
統
的
な
ダ
ン
ス
コ
ン
サ
ー
ト

2
月
4
日
制
凶
時
1
日
時
初
分
。
け

や
き
プ
ラ
ザ
。
プ
1
シ
キ
ン
の
詩
の

朗
読
、
伝
統
的
な
ダ
ン
ス
。
ど
な
た

で
も
大
歓
迎
H
。
無
料
。
篠
塚
E
7

1
6

9
・
2
2
3
2

V
親
子
で
遊
ぼ
う

1
月
幻
自
国
叩

時

s
ロ
時
。
つ
ぱ
め
共
同
保
育
園
。

親
子
で
楽
し
む
歌
、
リ
ズ
ム
運
動
。

乳
幼
児
i
小
学
生
の
親
子
。

1
人

2

0
0
円
。
親
子
と
も
運
動
の
で
き
る

服
装
で
。
着
替
え
持
参
。
つ
ぱ
め
共

同
保
育
園
E
7
1
8
7
・
5
0

0
5

V
ボ
l
ト
免
許
更
新
講
習
会

2
月

日
日
制
ロ
時
初
分
j
U
時
初
分
。
さ

V
新
春
う
た
ご
え
喫
茶
1
月
釘
目

凶
日
時
日
分
j
m
時
初
分
。
け
や
き

プ
ラ
ザ
。
生
演
奏
で
歌
、
っ
童
謡
唱
歌
、

青
春
の
歌
、
季
節
の
歌
。
1
0
0
0

円

(
ド
リ
ン
ク
1
杯
付
き
)
。
鈴
木

E
0
9
0
・
9
8
4
0
・
1
9
6
2

V
我
孫
子
革
新
懇
新
春
の
つ
ど
い

1
月
幻
自
国
日
時
品
分
開
演
。
湖
北

台
近
セ
。
早
乙
女
勝
元
さ
ん
の
お
話

と
中
島
さ
や
か
さ
ん
の
ソ
プ
ラ
ノ
独

唱
。
無
料
。
我
孫
子
市
九
条
の
会
後

援
。
我
孫
子
革
新
懇
事
務
局

・
中
村

E

7
1
8
4
・
2

6
7
0

会
員
・
仲
間
募
集

V
J
T
A
湖
北
太
極
拳

毎
週
凶
岡
山

時
1
日
時
初
分
。
湖
北
台
近
セ
か
湖

北
台
市
セ
。
無
料
体
験
あ
り
。
見
学

随
時
。
気
軽
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

入

1
0
0
0
円
、

月
3
0
0
0
円
。

野
田
宮

7
1

0
7・

6

6
7

5

V
や
さ
し
い
英
会
話
サ
ー
ク
ル

毎

週
ω
日
時
日
分
j
。
初
回
は
1
月
幻

自
倒
。
ア
ピ
ス
タ
。
初
心
者
大
人

(
子
逮
れ
可
)
・
:月
4
0
0
0
円
、

小
学
生
以
下
:
・
月
2
0
0
0
円
。
内

田
宮
7
1
8
3
・
6
1
6
4

近セ=近隣センター、市セ=市民センター、布佐ステ=布佐ステーションホール、入=入会金、⑨=月会費、年=年会費I市民伝言板jの各項目は、右のとおり省略しています。



t1 怠第 1181号 -ー-
踊書マラνシ実通規制巴ご協力を

毎年恒例の「新春マラソンJが1月28日(日)に開催されます。これに伴い、当日、周辺
道路は大幅な突通規剥が実施されます。コース沿道や周辺にお住まいの方には大変ご迷

惑をおかけしますが、皆さんのご理解とご協力をお願いします。

_ :交通規制
となる道路

わ定鈎稚園鈎年消防つラフIZよる演技宅
市民会館で消防出初式 E諮問同;r;担.f，ヨ田圃

1月6目、市民会館で消防職員、消防団員、

婦人消防クラブ員、来賓を含め450人が参
加し、新春恒例の消防出初式が行われまし

た。市長式辞、消防団長訓示に続き、日ご

ろ消防活動に尽力された市民消防職員、

消防団員97人への表彰が行われました。
その後、わだ幼稚園幼年消防クラブ員の

演技(写真)カ嘩を添えました。

位置'鞠通行止めの時間内、湖北台5.6丁目経由のパスは 「内回りJに変更
経由が変更されるパス(詳しくは停留所に掲示)
*天王台駅発 午前9時30分.46分、 10時O的う.13分.26分.37分.57分
*湖北駅南口発 午前10時6分.20分.33分.57分、 11暗17分
固我弼子市新春マラソン大会実行委員会D7187-7110

1260人ガ六人の仲間入り
けやきプラザで成人式会場|こ笑顔の花咲く

1月8目、昨年我孫子駅南口にオープンし

たけやきプラザで、午前・午後の2固に分け

て成人式が行われました。今年の対象者は

1260人で、成人式には934人が参加しました。
会場は、あでやかな晴れ着姿や真新しいス

ーツ姿の新成人で埋め尽くされ、思師や同級

生との再会を喜び合う歓声で賑わっていまし

市民スポ-')1応援団 120人ガ中興学院を応援
第83回箱根駅伝

ぽくの作文が、県知事費を受賞しぴっくりしました。子ども

あんぜんパトロールのこぐまさんがぴょう気になり、きゅうに

こなくなって学校に行く時さびしかったし、しんばいしました。

Jこぐまのおばさんに、阜くよくなってほしくて書きました。

子どもあんぜんパトロールのおじさんやおばさんたちも、受
賞を喜んでくれてうれしかったです。これからも、ぽくたちの

あんぜんを見まもってほしいと思います。

-・園長童三重諸島恒冒F'~・冒・ー

市民スポーツ振興応援団は、 1月2日

地元中央学院大学が出場 (8回目)した
第83固箱根駅伝の応援パスツアーを行い
ました。今回は、 昨年を大きく上回る

120人(パス3台)が参加し、スター卜(大
手町)・ゴール(箱根芦ノ湖)地点でのぽ

り旗を立て応援しました(写真)。

結果は往路では6位と健闘し、最終的にシード権は獲得できませんでしたが、総合13
位と昨年の順位を上回りました。

今即凋根駅伝に出場した選手は、 1月28日但)に湖北台中学校周辺で行われる我孫子
市新春マラソン大会に招待選手として1出場します。 寅松虎太郎さん
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の
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の
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葉
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ま
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短lt・俳句の18歳以下
(小・中学生、高校生ほか)

の投稿も
大歓迎
です!
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